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一第５学年「わたしたちのくらしと森林」を例に －
Ａ Development of Social Studies Instruction based on the System of Self-Evaluation



































































自　　 己　 評　 価　　 の　　要　 素
⑥ 自 己 確 認 ⑧ 新しい視点の習得 ⑩ 自 己 感 情


















































































































































「 二 二 回 二 翼: 月
｜　　　　　　　　　　｜　　|新しい視点の習得｜し竺竺｣士三弖』
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「学習内容・活動の２」 において， 襟裳岬の写真 の比














収 入 が 増 え る た め 生 活 が 豊 か に な る ， 緑 化 の 方 法 や 工
事 期 間 に つ い て の 疑 問 の ３ つ の 内 容 が 記 入 さ れ て い る。
こ の ワ ー ク シ ー ト を 基 に ， 砂 漠 化 し た 理 由 ， 砂 漠 化
の 影 響 ， 緑 化 の 方 法 ， 緑 化 に よ る 影 響 を 柱 に す る 学 習
計 画 を 立 て さ せ る 。 こ の よ う な 学 習 計 画 を 立 て る こ と
に よ っ て 目 標 が 明 確 化 さ れ ， こ の 活 動 が 以 後 の 学 習 の
起 点 に な っ て い る （ 活 動 起 点 型 ）。
《資 料 １ 》 第 １ 時 の 指 導 細 案 （ 一 部 ）
第1 時
田　 目標 ①　えりも岬の砂漠化した状態の写真と現在の様 子の写 真





































・自然が 一杯 でハ イ キ
ングに行く場所だ。
・木は家や紙になる。
・ 木が たく さん集 ま っ
ているところ。
＊イメ ージ マップ へ は
自由 に記入 させ， 森林
の機 能 につい ての 記述
はチェ ックするo
・砂 漠 みたい だ った の
に緑で覆われている。
・広葉樹 の原生 林 だ っ
た。
・親潮が 流 れてい る の
で豊かな漁場だった。
今昔， え り も岬 は広葉
樹に覆 わ れ，恵 まれ た
漁場を もっていた。
＊環境 の変化 に伴 う生

































・えり も岬 が砂漠 化 し
たのはなぜか。
・森林伐 採 や冷害 がお
きたので はないか。
・砂漠化 す ること で環
境にど んな影 響が 出 た
か。
・生 活 する のが不 便 に
なっただろう。
・緑化事 業 はど のよ う
になされたか。
・森林が 再生 さ れて環
境にど んな影 響が 出 た
か。





⑨ 問題発見・活動起 点型( 状態Ｉ；学習活動２→状態II ；学習活動3)
問題発見・活動起点型
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また，えり も岬がさばく化した ことで，えりもの人々 の生活は苦
しくな ったと思います。 それは，さばくにはあまり人 が住んでいな
いからで す。特に水がなくなったのではないかと思 います。
そこでえり もの人 々は，昔 は緑が豊かだったので さば くをもとの
ようにすればよいと考え たんだと思います。森林 がで きれば山さい
や木の実， きのこなどの食 べ物がとれるようにな ると思います。 ま
た，木を売 って収入をふやすことができると思います。






































（4 ） 思 考 振 り 返 り 型
思 考 振 り 返 り 型 も 思 考 成 長 型 と 同 じ 第9 ・10 時 で 説
明 す る （《資 料 ３ 》 参 照 ）。
匚学 習 内 容 ・ 活 動 の ４ 」 で は， 割 り 箸 に 関 す る 論 争
問 題 に つ い て の 価 値 判 断 を 行 う 。 価 値 判 断 の 結 果 は ，
ワ ー ク シ ー ト に 記 入 さ せ ，「学 習 内 容 ・ 活 動 の １ ， ２ 」
で 使 用 し た ワ ー ク シ ー ト と 比 較 さ せ る 。 こ の 比 較 に よ っ
て ， 自 己 評 価 が 促 さ れ 自 分 の 伸 び を 把 握 で き る 。
《 資 料 ４ 》 の ３ 枚 の ワ ー ク シ ー ト を 比 較 す る と ， は
じ め は 匚割 り 箸 の 使 用 は や め る べ き だ 。」 と い う 立 場
で あ っ た （ ① ） が ， こ の 学 習 を 進 め て い く 中 で 「‾割 り
箸 は 使 用 す べ き だ 。」 と い う 考 え （ ③ ） に変 容 し て い っ
て い る こ と が わ か る 。 ③ の 短 作 文 か ら ， ② の 感 想 で 示
し た 割 り 箸 の 有 効 利 用 の 考 え を 受 け て ， ① の 直 感 的 な
判 断 を 科 学 的 に 変 更 し て い っ た 思 考 の 過 程 を 把 握 す る
こ と が で き る 。 つ ま り ， 学 習 の は じ め は 匚割 り 箸 の 使
い 捨 て 」 と い う 一 面 だ け で 厂割 り 箸 の 使 用 反 対 」 を 唱
え て い た 。 し か し ， 割 り 箸 に 関 す る 事 実 を 検 討 し て い
く 中 で ， 割 り 箸 は 木 材 の 有 効 な 利 用 手 段 で あ る こ と や
割 り 箸 の 文 化 の よ さ ， 割 り 箸 の 再 利 用 法 な ど に 気 づ い
て い っ た 。 そ し て ， こ れ ら の 事 実 を 基 に 未 来 予 測 し 考
え を ま と め た 結 果 が ③ の ワ ー ク シ ー ト に あ る 「 割 り 箸
の 使 用 賛 成 」 の 価 値 判 断 で あ る 。
こ の よ う に 自 分 の 思 考 の 過 程 を 振 り 返 る こ と で ， 自
分 の 考 え の 良 さ や 事 象 に 対 す る 見 方 ， 習 得 し た 学 習 方
法 等 に つ い て 把 握 す る こ と が で き る （思 考 振 り 返 り 型 ）。
ま た ， こ れ ら を 把 握 す る こ と で ， 学 習 に 対 す る 満 足 感
も 得 ら れ る こ と に な る 。
以 上 の こ と か ら ， 思 考 振 り 返 り 型 は ， 学 習 内 容 を 定
着 さ せ る の に 有 効 な 自 己 評 価 類 型 で あ る と い え る 。 ま
た ， 思 考 成 長 型 と 思 考 振 り 返 り 型 の 自 己 評 価 要 素 の 構
造 は ほ と ん ど 同 じ で あ る が ， 思 考 成 長 型 は 自 己 評 価 の
機 会 が 数 度 組 み 込 ま れ て い る と こ ろ に 特 徴 が 認 め ら れ
る 。
《資 料 ３》 第9 ・10 時 の 指 導 細 案
第9･10 時
（1） 目標　①　 割り箸を使用すべきか, 使用をやめるべきかについて。
合理的に意志決定を行 う。
（2） 展開





























・割り 箸の 材料 は木 だ
から， 森林を 守 るた め
に割り箸は使わない。
・割り 箸が ない と不便


























《知 識 Ｆ － １ 》
《知 識Ｆ － ２》
〈知 識Ｆ － ３》
３ 未来 予 測を
して討論する。









割以上 が国 産材 を使 っ
ている｡）
・割 り箸 は国内 の木 材
需要の１％未満であ る。
◆割 り箸 は日本 独特 の
林産品 で大 量 に使用 さ
れている。
＊直感的 思考 を促 し，
割り箸 に対 す る見方 を
自由に発表させる。
＊割り箸を使用するか，






｢こ こご 玉 江 ご ぷ
| 鱗 則 卜 難 圧|
に難 ⑤ 罰 綴
､......-.　||　､.　　　...||･ 炭にして, 河川 凵･ 割り箸の歴史はiﾚ ﾌﾟ 匸 乱 塗 纈
◆割り箸 は使い捨ての象徴であり， 使 用
を控え たほうがよいとする考え方がある。
命割り箸 は森林資源の有効利用をし てお
り，使用 した ほうがよいとする考え 方 が
ある。

























・ 間 伐 材 の 需 要 の 凵 ・ 熱 帯 林 ・ 減 少 劃
増 加 に つ な が り 目　 助 長 し ， 地 球 環･
森 林 保 護 に 貢 献
凵　
境 問 題 を 深 刻 化1
す る 。　　　　 凵　 さ せ る 。　　　 ｌ
・ 回 収 の シ ス テ ム
囗
・ 南 北 差 を 拡 大 則











・割 り 箸 に 使わ れI
る 木 材量 で 住 宅I
が ２万戸 で きる･ｌ
"- 皿- 〃　W 皿iI
＊割り箸の利用を続けた場合とや めた場
合の未来予 測をさせて，利 用派と廃 止派
で討論を させる。

















＊価値分析過 程で使用したワー クシ ート
を子どもに比較 させ，伸びを把握 させる。
※ワー
クシー
ト
※児童
の準備
した資
料
※ワー
クシー
ト
○　思考成器槊（状態Ｉ；学習活動２→状態ｎ；学習活動３）
思考成甚型
⑧－⑦(紺箸の剱な暘
↓↑変容→⑥－⑦(鰾→⑥－⑦(通話,鮮)
(⑧－④)(崖
（a）思考振り返り型（状態Ｉ；学習活動１→状態皿；学習活動４）
思考振り返り型
⑧－⑦瀉箸の繼→⑥－⑦㈲,よさ)→⑥－⑦(齪廁
↑
価値判断(辟文)
《資料４》第9 ・10時で使用するワークシートの予測
【第9
・10時－①】（メモ）
学習問題に対して，自分の考えを自由に書きましょう。
○　わりばしは使わない方がいいと思います。それは，わりばしは木
を使っているので
，ムダづかになるからです。
わりばしがあると便利だけれど
，１回使うと使い捨てられるので
わりばしは使わない方がよいと思います。
【第9
・10時－②】（感想）
わりばしの学習を通して，新しく発見したことやわかったことなどを書
きましょう。
○　わりばしが年間に231億ぜんも使われているとは知りませんでし
たOまた
，その約半分が輸入されてい，中国，インドネシア，韓
国
，フィリピンからのものであることもわかりました。だから，わ
りばしの中には熱帯材を使ったものもあるのです
。また，輸入され
たわりばしは安いこともわかりましたO
日本でつくられるわりばしは
，間伐材や廃材を利用しているもの
もあります
。建築用には向かない材料をわりばしにしているので，
いいことだと思いました
。しかし，１回の使用で使い捨てするのは
やっぱりもったいないと思いますOだから
，わりばしを洗って何回
も使ったり，炭にして利用したりしていけばいいのではないかと思
います。
わりばしの使用がふえているのは
，私たちの生活が豊かになり，
外食をよくするようになったことも関係しています。
【第9
・10時－③】（短作文）
わりばしの使用を続けるか
，使用をやめるか，についてのあなたの考え
を書きなさい。そして，その理由もできるだけくわしく書きなさい。
?
?わりばしの使用をその理由 (廼)弓)　　や６．
わりばしの原料は
，端材や廃材，建築には向かない材質の丸太，
人工林の手入れで出てくる間伐材などですOだから
，わりばしは木
材資源を有効に利用していると思います
。それに間伐材を利用する
と
，人工林を育てる費用がふえるので，森林を保全することになり
ますOまた
，わりばしは日本独特のもので江戸時代からよく使われ
ていますOそれは，わりばしが衛生的で手軽で便利だからだと思い
ます。
わりばしは使い捨てられるので使用をやめるべきだという考え方もありますが，炭にしたり洗ったりして再利用していけばよいと思
います。
以上の理由で，わりばしの使用を続けるべきだと思います。
Ⅵ　おわりに
社会認識の形成に有効な自己評価の類型を授業実践
から帰納的に抽出し
，７つの自己 型を概念探究・
価値分析型社会科の学習過程に組み込んだ
。このこと
によって
，自己評価システムを 社会科の授
業設計が可能になった。
そこで
，本研究では，具体的授業モデル匚わたした
ちのくらしと森林」において，自己評価システムがど
のように組み込まれているかを示した
。また，ワーク
シ
トーの認識内容を予測して，組み込んだ自己評価が
有効に機能しているか否かについても，検証する方向
性を示した。
今後の課題は，以下の４点である。
○　技能習熟型の自己評価を組み込んだ授業モデルの
開発を行う。
○　今回開発した授業モデルに従って実践を行い
，子
どもの変容から研究仮説を検証する
。また，他の単
元においても授業設計を行い
，本システムの有効性
を検証していく。
○　文部省の示す観点別評価の４観点と自己評価の関
わりを
，認識内容を柱にして明らかにする。
○　子ども自身が知識の階層吐を把握し
，自分の知識
の伸びを把握できるような自己評価の手法を開発するＯ
【注及び引用文献】
〈1〉自己評価の要素の規定については，以下の書を
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橋本重治，『新･教育評価法総説(下)』，金子書房，
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〈4〉授業分析についての対象リストや資料については
，
拙稿｢自己評価システムを組み込んだ社会科の授業
設計
一 例の分析通してー ｣，兵庫教育大
学大学院修士論文, 1994.12.を参照されたい
。
〈5〉概念探究・価値分析型社会科については，次の
書に詳しい。
岩田一彦
，｢小学校社会科の授業分析｣，東京書
籍, 1993, pp.44-48.
〈6〉小単元の学習指導細案は，前掲〈4〉, pp.110-
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― 42 ―
